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南
予
用
水
事
業
の
経
緯

昭
和
四
二
年
の
干
ば
つ
は
八
O
年
に
一

度
と
い
わ
れ、

九
0
日
間
雨
ら
し
い
雨
が
な
く、

特
に
農
作
物
の
被
害
は
著
し
く、

被
害
総

額
は
二
五
O
億
円
に
の
ぼ
っ
た。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と、

愛
媛
県
は
昭
和
四
五
年
九
月
に
「
南
予
水
資
源
開
発
計
画」

を
策
定
し、

瀬
戸
内
海
大
橋
の
建
設
や、

国
立
愛
媛
大
学
医
学
部
の
誘
致
と
共
に、

当
時
の
県
政
重
要
施
策
三
本
柱
に
位
置
付
け
た
D

地
元
で
は、

昭
和
四
六
年
七
月、

受
益
二
市
七
町
（
五
四
年
以
降
二
市
八
町）

に
よ
る
「
南
予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会」

を
結
成
し

た。一

方、

建
設
省
が
昭
和
四
四
年
度
か
ら
開
始
し
て
い
た
「
野
村
ダ
ム
予
備
調
査」

が
四
六
年
度
か
ら
「
実
施
計
画
調
査」

に
移
行
し、

四
八
年
「
野
村
ダ
ム
工
事
事
務
所」

を
開
設、

四
九
年
三
月
に
「
野
村
ダ
ム
建
設
事
業」

の
工
事
着
工
と
な
っ
た。

農
林
水
産
省
で
は、

四
二
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
か
け
て
実
施
し
て
き
た
「
広
域
農
業
開
発
基
本
調
査」、

四
六
年
度
か
ら
四
七
年

度
の
「
国
営
地
区
計
画
調
査」

を
経
て、

四
八
年
度
「
全
体
実
施
設
計」

を
実
施
し、

四
九
年
一

O
月、

八
幡
浜
市
に
「
南
予
農
業
水

利
事
業
所」

を
開
設、
「
国
営
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業」

が
着
工
さ
れ
た。

上
水
道
に
つ
い
て
は、

四
八
年
二
月
に
二
市
七
町
（
五
四
年
以
降
二
市
八
町）

に
よ
る
「
南
予
水
道
企
業
団」

が
発
足
し、

同
年
三

月、

厚
生
省
補
助
に
よ
る
「
南
予
水
道
用
水
供
給
事
業」

に
着
手
し
た。

ま
た
農
業
用
水
に
つ
い
て
は、

五
O
年
に
二
市
七
町
に
よ
る

「
南
予
用
水
土
地
改
良
区
連
合」

が
設
立
さ
れ
た。

こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
事
業
が、

四
八
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
ほ
ぼ
同
時
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る。

こ
れ
ら

の
事
業
は、

建
設
省、

厚
生
省、

農
林
水
産
省、

愛
媛
県、

受
益
市
町、

地
元
が
一

丸
と
な
っ
て
は
じ
め
て
力
強
い
推
進
が
可
能
と
な
っ

た
も
の
で
あ
り、

関
係
機
関
の
円
滑
な
連
帯
が
図
ら
れ
た
事
業
実
施
地
区
と
し
て
「
南
予
用
水」
は
全
国
的
に
も、

名
高
い
事
業
と
な
っ

た。
マ
南
予
用
水
事
業
期
成
同
盟
会
の
活
動
経
過

宇
和
島
市、

八
幡
浜
市、

保
内
町、

伊
方
町、

瀬
戸
町、

三
崎
町、

三
瓶
町、

明
浜
町、

吉
田
町
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
南
予
用
水
事

業
期
成
同
盟
会
は
昭
和
五
四
年
に
三
間
町
を
加
え
た
二
市
八
町
と
な
り
平
成
九
年
に
解
散
す
る
ま
で
の
二
六
年
間、

県
及
び
受
益
市
町

の
負
担
金
に
よ
り
運
営
さ
れ、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
南
予
用
水
事
業
の
円
滑
な
促
進
に
努
め
て
き
た。

そ
の
活
動
内
容
は、

受
益
者
に
対
す
る
南
予
用
水
事
業
の
啓
蒙
と
普
及
に
は
じ
ま
り、

予
算
確
保
の
陳
情、

水
利
権
協
議、

河
川
協

議
の
推
進、

工
事
に
か
か
る
補
償
問
題
等
の
解
決
や
各
種
式
典
へ
の
協
力
等
で
あ
っ
た。

ま
た～

事
務
局
は
県
庁
内
に
置
か
れ、

担
当

部
局
は
特
別
開
発
事
業
本
部、

企
画
調
整
部、

土
木
部、

農
林
水
産
部
へ
と
事
業
内
容
に
合
わ
せ
て
移
行
し
た。

こ
の
四
半
世
紀
に
わ

た
る
期
成
同
盟
会
の
活
動
は、

延
べ
一

九
O
O
名
の
顧
問
や
会
員
に
支
え
ら
れ、

南
予
地
方
今
世
紀
最
大
の
大
事
業
を
推
進
し
て
き
た

の
で
あ
る。

業

主

要

工

事

国
営
事
業

マ
野
村
ダ
ム
建
設
事
業
（
建
設
省）

大
洲
市
を
中
心
と
し
た
肱
川
沿
線
の
洪
水
調
節
と、

水
不
足
に
悩
む
宇
和
島
市、

八
幡
浜
市
等
南
予
地
区
海
岸
部
へ

農
業
用
水、

水

道
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一

級
河
川
肱
川
上
流
の
東
宇
和
郡
野
村
町
野
村
地
点
に
多
目
的
ダ
ム
の
野
村
ダ
ム
が
建
設
さ

第2章
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野村ダム貯水池諸元

ダ ム 貯 水 池 放 水 設 備

河川名 肱川 集水面穣 168knl 総貯 水 容 量 16,000, OOOm 計画高水流量 l,300m/s 

位 置 野村町野村 湛水面積 0. 95凶 有効貯水容量 12, 700, OOOm 調 節 流 量 300m/s 

型 式 重力式 湛水延長 6. 7km 洪水調節容量 3, 500,ooom 計画最大放流量 l,OOOm/s 

堤 高 60m 割増水 位 EL.170.2m 特定濯概容量 10, 200, OOOm 設計洪水流量 1, 300m/s 

堤頂長 300m 常時満水位 EL.169.4m 水道容 量 1, 100,ooom 異常洪水流量 2, 500m/s 

堤体積 254,ooom 洪水期制限 EL.166.2m 堆砂容 量 3, 300,ooom 洪 水吐設 備 2種3門

天端標高 EL.173.0m 堆 砂面 EL.148.0m 利用水深 22.2m 利水放水設備 放流管1条

れ
た
（
集
水
区
域
一

宇
和
町、

野
村
町）
。

野
村
ダ
ム
は、

建
設
省
が
事
業
主
体
と
な
り
総
事
業
費
は
二
八
六
億
円、

昭
和
四
八
年
度

に
着
工
し、

昭
和
五
六
年
度
に
工
事
が
完
成、

洪
水
被
害
の
軽
減
（
洪
水
期
洪
水
調
節
容
量

三
五
O
万
トン）
、

農
業
用
水
・

水
道
用
水
（
洪
水
期
利
水
容
量
九
二
O
万
トン、

内
農
水
七
人
O
万

トン、

上
水
一

四
O
万
トン）

を
供
給
す
る
水
源
と
な
っ
た。
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マ
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
（
農
林
水
産
省）

ミ
カ
ン
園
に
農
業
用
水
を
供
給
し、

渇
水
被
害
の
軽
減
・

薬
剤
散
布
の
労
力
軽
減
な
ど
地

域
の
ミ
カ
ン
農
業
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た。

事
業
は、

農
林
水
産

省
に
よ
り、

昭
和
四
六
年
j
四
七
年
度
に
地
区
調
査
計
画、

昭
和
四
八
年
度
の
全
体
実
施
設

計
を
経
て
二
市
七
町
五
七
六
三
か
を
受
益
地
と
し
て
昭
和
四
九
年
一

O
月
に
着
工
し
た
。

そ

の
後、

受
益
地
拡
大
の
要
望
を
受
け、

事
業
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な
り、

平
成
元
年
度
に

受
益
地
を
二
市
七
町
七
二
O
O
か
に
拡
大
し
平
成
八
年
度
に
工
事
が
完
了
し
た。

・

南
予
用
水
取
水
塔

野
村
ダ
ム
湖
内
に
建
設
さ
れ
た
農
水
上
水
共
同
施
設
で、

選
択
取
水
を
可
能
に
す
る
鋼
製

五
段
式
シ
リ
ン
ダ
ー
ゲ
1
ト
一

門
が
設
置
さ
れ
農
業
用
水
と
水
道
用
水
を
あ
わ
せ
て
最
大

四
・

O
立
方
れ
／
秒
を
取
水
す
る。

・

吉
田
導
水
路

野
村
ダ
ム
の
水
を
南
北
分
水
工
ま
で
導
く
水
路
ト
ン
ネ
ル
で、

昭
和
五
一

年
三
月
に
両
側
か
ら
着
手
さ
れ
た
が、

下
流
工
区
に
お
い

て
仏
像
構
造
線
に
遭
遇
し、

高
圧
湧
水
や、

石
灰
岩
洞
穴
堆
積
粘
土
の
噴
出
か
ら
二
五
れ
の
掘
進
に
八
カ
月
を
要
す
る
な
ど
難
工
事
を

極
め
た
o

先
行
グ
ラ
ウ
ト
な
ど
大
規
模
な
止
水
対
策、

地
山
安
定
対
策
に
加
え、

高
水
庄
に
耐
え
る
円
形
採
用
な
ど、

当
時
の
最
先
端

技
術
を
導
入
し、
一

O
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た。

・

幹
線
水
路

野
村
ダ
ム
か
ら
吉
田
導
水
路
に
よ
り
導
か
れ
た
水
は、

吉
用
町
大
河
内
の
南
北
分
水
工
で
北
幹
線
水
路
と
南
幹
線
水
路
に
分
水
さ
れ

る。

維
持
管
理
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
可
能
な
限
り
自
然
流
下
方
式
を
採
用
し
て
お
り、

水
路
ト
ン
ネ
ル
と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
北

幹
線
水
路
は
布
喜
川
調
整
池、

伊
方
調
整
池
を
経
て
佐
田
岬
半
島
の
先
端
三
崎
町
ま
で、

南
幹
線
水
路
は
宇
和
島
湾
を
海
底
パ
イ
プ
デ

イ
ン
で
横
断
し
て
宇
和
島
市
三
浦
ま
で
配
水
し
て
い
る。

総
延
長

九
七
・

五
J
M

業

・

支
線
水
路、

総
延
長

七
一
・

八
キロ
れ

北
幹
線
水
路、

南
幹
線
水
路
か
ら
枝
状
に
配
管
さ
れ、

各
々
一

六
路
線、

四
路
線
の
計
二
O
路
線。

第2章

・

揚
水
機
場

二
一

カ
所

伊
方
調
整
池
以
降
の
北
幹
線
水
路
及
ぴ
宇
和
島
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
以
降
の
南
幹
線
水
路
へ
送
水
す
る
た
め
幹
線
水
路
に
二
カ
所、

支

線
水
路
末
端
に
設
置
さ
れ
た
国
営
調
整
水
槽
へ
送
水
す
る
た
め
一

九
カ
所
の
計一

二

機
場
が
設
置
さ
れ
た。

農

391 
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・

調
整
水
槽
（
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド）

三
七
カ
所

樹
園
地
の
か
ん
水
に
あ
わ
せ
て、

時
間
調
節、

圧
力
調
節
を
行
う
施
設。

幹
線
と
末
端
の
円
滑
な
水
利
用
を
可
能
と
し
て
い
る。

392 

第5編

・

調
整
池

調
整
池
は、

末
端
施
設
の
水
需
要
の
変
動
に
対
し、

的
確、

円
滑
に
水
管
埋
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り、

北
幹
線
水
路
に
二

カ
所
（
布
喜
川
・

伊
方）

設
置
さ
れ
て
い
る
。

調
整
池
は、

下
流
受
益
地
か
ら
の
増
量
要
求
に
対
す
る
到
達
時
間
の
短
縮
と、

減
量
要

求
に
対
す
る
無
効
放
流
の
防
止
を
図
り、

下
流
側
で
必
要
な
一

日
分
の
容
量
を
確
保
し
て
い
る。

・

補
助
水
源

東
蓮
寺
ダ
ム

東
蓮
寺
ダ
ム
は、

渇
水
時
に
野
村
ダ
ム
で
不
足
す
る
容
量
を
補
う
た
め
二
級
河
川
高
畑
川
（
吉
田
町
沖
村
地
点）

に
設
置
さ
れ
た
補

助
水
源
で、

有
効
貯
水
量
九
五
万
四
0
0
0
立
方
針
（
内
南
予
用
水
事
業
利
水
容
量
九
一

万
九
0
0
0
立
方
灯、

既
存
の
た
め
池
容
量
三
万

五
0
0
0
立
方
れ）

の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
。

冬
季
の
野
村
ダ
ム
余
剰
水
を
一

時
的
に
貯
留
し、

か
ん
が
い
期
間
の
渇
水
時
に
吉
田
町
一

号
支
線
か
ら
一

O
O
六
か
の
樹
園
地
に
農

業
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る。

・

水
管
理
施
設

農
業
用
水
と
水
道
用
水
の

二
克
的
な
管
理
を
行
う
宇
和
島
中
央
管
理
所
が
宇
和
島
市
柿
原
に
建
設
さ
れ、

ま
た、

農
業
用
水
施
設
の

稼
働
状
況
を
把
握
す
る
た
め
南
予
農
水
中
央
管
理
所
が
八
幡
浜
市
布
喜
川
に
建
設
さ
れ
て
い
る。

各
主
要
施
設
の
デ
i
タ
は
通
信
設
備

に
よ
っ
て
各
管
理
所
に
集
め
ら
れ、

水
の
適
正
な
配
分
と
送
水
施
設
の
適
正
な
管
理
を
可
能
と
し
て
い
る。

県
営
事
業

付
帯
県
営
事
業
は、

南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
で
造
成
さ
れ
た
国
営
施
設
以
下、

樹
園
地
最
末
端
ま
で
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
造

成
で
あ
る
。

国
営
受
益
面
積
七
二
O
O
C
を
対
象
と
し、

国
営
分
水
施
設
及
び
国
営
調
整
水
槽
か
ら
各
受
益
地
ま
で
の
配
管
施
設
を
整
備
す
る
と

と
も
に、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
多
目
的
自
動
化
施
設
（
か
ん
水、

防
除、

施
肥）

等
を
整
備
す
る
も
の
で、

県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業、

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業、

緊
急
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業、

担
い
手
育
成
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る。
伊
方
町
内
に
お
け
る
施
工
状
況
は、

町
全
体
を
四
地
区、

四
O
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し、

そ
の
内、

二
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は、

末

端
自
動
化
ま
で
施
工
し、

残
り
一

二
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
配
水
槽
ま
で
の
施
工
と
し
て
い
る
D

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
自
動
化
方
式
は、

高
精
度
の
電
磁
流
量
計
を
設
置
し、

流
量
積
算
値
を
検
出
し、

所
定
の
散
水
深
に
な
る
よ
う

流
量
制
御
を
行
っ
て
い
る。

残
液
制
御
に
つ
い
て
は、

敷
設
管
内
容
積
が
既
知
で
あ
る
こ
と
か
ら
パ
イ
プ
内
の
清
水
・

薬
液
の
置
換
を

完
全
自
動
化
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

電
磁
弁
以
降
散
水
ラ
イ
ン
の
残
液
は、

散
布
量
の
二
j
三
軒
以
下
に
な
る
こ
と
か
ら、

防
除
終

了
後
洗
浄
を
か
ね
て
圏
内
散
布
と
し
て
い
る。

こ
れ
ら
の
制
御
は、

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
設
け
ら
れ
た
制
御
盤
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る。

業

利

用

状

況

農

南
予
用
水
の
利
用
状
況
を
次
ベ
l
ジ
の
表
に
示
す。
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続　伊方町誌




